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一
、
は
じ
め
に

　
『
懐
風
藻
』
に
漢
詩
が
二
篇
収
め
ら
れ
た
詩
僧
・
弁
正
法
師
は
俗
姓
を
秦
氏

と
い
う
。

　

秦
氏
は
秦
の
始
皇
帝
三
世
孫
の
孝
武
王
の
末
裔
を
名
乗
る
功
満
王
そ
れ
に
融

通
王
［
一
に
弓
月
王
と
云
う
］
を
祖
と
す
る
。『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
・
諸
蕃

に
見
え
る
太
秦
公
宿
祢
の
記
事
に
仲
哀
天
皇
八
年
に
功
満
王
が
来
朝
し
、
そ
の

後
、
弓
月
王
が
応
神
天
皇
十
四
年
に
百
廿
七
県
の
百
姓
を
率
い
て
帰
化
し
た
と

記
す
。
そ
の
詳
細
は
応
神
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
。
弓
月
君
は
応
神
十
四
年
に
百

済
か
ら
来
朝
し
た
が
、
彼
の
率
る
百
廿
県
の
百
姓
が
加
羅
国
に
留
ま
り
、
同

十
六
年
に
平
群
木
菟
宿
禰
等
と
一
緒
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
仁
徳
天
皇
の

時
に
こ
れ
ら
秦
氏
は
諸
郡
に
分
け
て
置
か
れ
、「
波
多
」
の
姓
を
賜
り
「
養
蚕
織

絹
」
を
し
て
奉
仕
し
、
雄
略
天
皇
の
御
世
秦
氏
の
織
り
成
し
た
絹
が
山
の
よ
う

に
積
み
上
が
っ
た
の
で
「
う
ず
ま
さ
」
の
号
を
賜
っ
た
。
そ
の
後
山
城
国
葛
野

郡
（
今
の
京
都
市
右
京
区
太
秦
）
や
河
内
国
讃
良
郡
（
今
の
寝
屋
川
市
太
秦
）

な
ど
各
地
に
土
着
し
た
秦
氏
は
、
養
蚕
と
機
織
の
技
術
に
よ
り
強
い
経
済
力
を

築
い
た
。
秦
氏
と
仏
教
と
の
関
係
は
推
古
天
皇
十
一
年
（
注0注
）
聖
徳
太
子
に
仕

え
た
秦
河
勝
が
「
蜂
岡
寺
」（
広
隆
寺
）
を
建
て
、仏
教
の
興
隆
に
深
く
関
わ
っ

た
の
に
遡
る
。
弁
正
法
師
の
秦
河
勝
と
の
系
譜
上
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
秦
氏

の
出
自
が
法
師
の
経
歴
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

弁
正
法
師
は
大
宝
律
令
の
成
立
し
た
大
宝
元
年
（
注0注
）
正
月
に
任
命
さ
れ
、

同
二
年
に
出
航
し
た
第
七
回
遣
唐
使
に
従
い
、
恐
ら
く
は
請
益
僧
と
し
て
唐
に

渡
っ
た
。
伝
に
よ
れ
ば
、
長
安
に
辿
り
着
い
た
弁
正
は
囲
碁
の
嗜
み
が
後
の
玄

宗
皇
帝
・
李
隆
基
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
知
遇
を
得
る
。
そ
し
て
唐
で
還
俗
し
、

二
人
の
息
子
の
朝
慶
と
朝
元
を
儲
け
、
弁
正
と
朝
慶
は
唐
に
留
ま
っ
た
が
、
朝

元
は
日
本
に
帰
朝
し
、
医
術
と
語
学
で
朝
廷
に
仕
え
、
天
平
五
年
（
注注注
）
ふ
た

た
び
遣
唐
判
官
と
し
て
入
唐
し
た
。
そ
の
時
、
故
人
と
な
っ
た
父
・
弁
正
の
由

縁
で
玄
宗
皇
帝
か
ら
特
に
厚
く
賞
賜
を
承
っ
た
と
い
う
。

　

弁
正
と
朝
元
の
二
代
に
わ
た
る
渡
唐
の
記
録
は
、
古
代
の
東
ア
ジ
ア
で
行
わ

れ
た
盛
ん
な
文
化
交
流
を
象
徴
す
る
遣
隋
・
唐
使
の
研
究
に
お
い
て
も
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
渡
唐
後
の
弁
正
の
事
跡
が
史
料
に
乏
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
す

べ
て
研
究
し
尽
く
さ
れ
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
本
稿
は
『
懐
風
藻
』
に

収
め
ら
れ
た
弁
正
の
伝
記
と
漢
詩
二
首
に
光
を
当
て
、
作
者
の
性
格
と
学
芸
の

造
詣
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
作
品
の
成
立
背
景
、
表
現
特
色
と
作
者
の
性

最
盛
期
の
遣
唐
使
を
支
え
た
詩
僧
・
釈
弁
正

胡
　
　
　
志
　
昂
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格
を
手
掛
か
り
に
、
唐
代
の
文
化
人
、
わ
け
て
も
玄
宗
皇
帝
と
の
関
係
に
つ

い
て
考
察
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
長
安
で
活
躍
す
る
弁
正
の
存
在
が
最
盛
期

の
遣
唐
使
の
活
動
に
果
た
す
役
割
に
も
言
及
し
た
い
。

二
、「
滑
稽
」
の
意
味

　
『
懐
風
藻
』
に
四
篇
あ
る
僧
伝
が
撰
者
の
特
別
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
、

語
句
表
現
に
中
国
高
僧
伝
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て

い
る注
注

。
こ
こ
で
は
弁
正
伝
の
異
色
性
を
先
ず
詩
人
の
経
歴
と
個
性
に
お
い
て

考
え
て
み
る
。

　
　

辧
正
法
師
者
、
俗
姓
秦
氏
。
性
滑
稽
、
善
談
論
。
少
年
出
家
、
頗
洪
玄

学
。
太
宝
年
中
、
遣
学
唐
国
。
時
遇
李
隆
基
龍
潛
之
日
、
以
善
囲
棊
、

屡
見
賞
遇
。
有
子
朝
慶
・
朝
元
、
法
師
及
慶
在
唐
死
。
元
帰
本
朝
、
仕

至
大
夫
。
天
平
年
中
、
拜
入
唐
判
官
、
到
大
唐
見
天
子
。
天
子
以
其
父

故
、
特
優
詔
厚
賞
賜
。
還
至
本
朝
尋
卒
。

　
　
（
弁
正
法
師
は
、
俗
姓
を
秦
氏
と
い
ふ
。
性
滑
稽
に
し
て
談
論
に
善
し
。

少
年
に
し
て
出
家
し
、
頗
る
玄
学
を
洪
い
に
す
。
太
宝
年
中
に
、
唐
国

に
遣
学
す
。
時
に
李
隆
基
が
龍
潛
の
日
に
遇
ふ
。
囲
棊
を
善
く
す
る
を

以
ち
て
、
し
ば
し
ば
賞
遇
せ
ら
る
。
子
に
朝
慶
・
朝
元
有
り
。
法
師
及

び
慶
は
、
唐
に
在
り
て
死
す
。
元
は
本
朝
に
帰
り
、
仕
へ
て
大
夫
に
至

る
。
天
平
年
中
に
、
入
唐
判
官
に
拜
せ
ら
る
。
大
唐
に
到
り
て
、
天
子

に
見
ゆ
。
天
子
そ
の
父
の
故
を
以
ち
て
、
特
に
優
詔
し
、
厚
く
賞
賜
す
。

本
朝
に
還
り
至
る
。
尋
ぎ
て
卒
す
。）

　

右
に
掲
げ
た
詩
人
小
伝
を
見
れ
ば
、
前
半
に
法
師
の
事
跡
を
記
述
し
、
後

半
は
秦
朝
元
の
事
を
記
す
が
、
仏
教
関
係
の
記
述
は
少
年
の
時
に
出
家
し
た

弁
正
が
大
い
に
玄
学
を
学
ん
だ
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
聖
徳
太
子
が
仏
教
を

導
入
さ
れ
た
時
か
ら
白
鳳
時
代
を
通
し
て
三
論
宗
が
大
変
に
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
、
三
論
宗
の
高
僧
ら
が
魏
晋
六
朝
に
流
行
し
た
玄
学
と
深
い
関
わ
り
を

も
つ
こ
と
、
更
に
今
回
の
遣
唐
使
船
に
帰
朝
後
三
論
宗
の
三
傳
祖
師
と
な
る

道
慈
法
師
も
同
乗
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば注
注

、
弁
正
も
道
済

と
同
宗
の
僧
侶
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
後
に
ま

た
触
れ
る
。

　

さ
て
小
伝
の
中
心
は
弁
正
が
囲
碁
を
通
し
て
李
隆
基
す
な
わ
ち
後
の
玄
宗

皇
帝
の
知
遇
を
得
た
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
一
読
し
て
明
白
で
あ
る
。

最
近
、「
明
皇
会
棋
図
」
と
い
う
古
画
が
注
目
さ
れ
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
玄
宗

の
碁
の
相
手
に
な
る
僧
侶
が
弁
正
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
わ
れ
る
の
も
頷
け

る
だ
ろ
う注
注

。
一
方
、
弁
正
の
詩
文
を
解
読
し
詩
人
の
才
性
を
手
掛
か
り
に
長

安
で
の
そ
の
活
動
を
推
知
す
る
に
は
、
小
伝
に
記
し
伝
え
ら
れ
た
「
性
滑
稽
、

善
談
論
」
こ
そ
重
要
な
意
味
を
有
し
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
『
史
記
・
滑
稽
列
伝
』
の
巻
頭
に
司
馬
遷
は
「
滑
稽
」
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　
　

孔
子
曰
、
六
芸
於
治
一
也
。
礼
以
節
人
、
楽
以
発
和
、
書
以
道
事
、
詩

以
達
意
、
易
以
神
化
、
春
秋
以
道
義
。
太
史
公
曰
、
天
道
恢
恢
、
豈
不

大
哉
。
談
言
微
中
、
亦
可
以
解
紛
。

　
　
（
孔
子
曰
く
、
六
芸
の
治
に
於
け
る
は
一
な
り
。
礼
は
以
て
人
を
節
し
、

楽
は
以
て
和
を
発
し
、
書
は
以
て
事
を
道
ひ
、
詩
は
以
て
意
を
達
し
、

易
は
以
て
神
化
を
し
、
春
秋
は
以
て
義
を
道
く
。
太
史
公
曰
く
、
天
道

は
恢
恢
た
り
、
豈
に
大
な
ら
ず
や
。
談
言
微
か
に
中
る
も
、
ま
た
以
て

紛
を
解
く
べ
か
ら
ん
。）

　

儒
学
六
経
（
易
、
書
、
詩
、
礼
、
楽
、
春
秋
）
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
分
野

を
対
象
と
す
る
が
、
治
世
に
資
す
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
と
孔
子
は
い
う
。
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従
っ
て
、
太
史
公
は
続
け
て
言
う
。
世
を
導
く
天
道
は
広
く
大
き
く
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
包
含
す
る
。
談
笑
の
言
葉
で
理
に
適
う
事
を
巧
み
に
表
現
す
る
。

こ
れ
も
世
の
紛
糾
を
解
く
の
に
役
立
つ
有
用
な
才
能
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

司
馬
遷
は
「
滑
稽
」
の
意
味
を
主
に
談
笑
（
談
言
）
で
世
事
に
対
す
る
正
し

い
道
理
を
婉
曲
に
言
い
出
す
（
微
中
）
こ
と
に
見
出
し
、
こ
れ
も
世
の
紛
乱

を
解
決
し
治
世
に
資
す
る
点
で
六
経
の
学
問
に
等
し
い
と
い
う
。

　

滑
稽
の
字
義
お
よ
び
作
法
に
関
し
て
、
史
記
索
引
は
「
滑
は
乱
を
い
い
、

稽
は
同
で
あ
る
か
ら
、
滑
稽
は
弁
舌
が
上
手
く
、
非
を
是
の
よ
う
に
言
い
包

め
、
是
を
非
の
よ
う
に
ふ
ざ
け
て
い
い
、
巧
み
に
も
の
の
異
同
を
混
交
す
る
」

こ
と
、
ま
た
「
滑
稽
は
ま
る
で
俳
諧
の
よ
う
だ
」
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、

太
史
公
が
滑
稽
者
を
列
伝
に
立
て
た
意
図
は
、
彼
ら
が
面
白
く
可
笑
し
な
言

い
回
し
や
機
転
の
利
く
さ
わ
や
か
な
弁
舌
を
玩
ぶ
だ
け
で
な
く
、
世
の
混
乱

を
救
い
、
治
世
に
資
す
る
点
に
主
旨
を
置
い
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
は
あ
く

ま
で
物
事
の
異
同
を
わ
ざ
と
取
り
違
え
た
り
混
同
す
る
よ
う
な
お
ど
け
や
滑

稽
な
も
の
に
限
る
。
こ
の
点
、
直
言
を
聴
か
な
い
君
主
に
対
し
て
諫
言
す
る

場
合
、
実
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
史
記
の
列
伝
に
挙
げ
ら
れ
た
滑
稽
者
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
は
淳
于
髠
。
彼
は
齊
の
入
り
婿
で
身
長
は
七
尺
未
満
だ
が
、
滑
稽
多

辯
で
あ
っ
て
度
々
諸
侯
に
使
わ
れ
た
が
、
未
だ
嘗
て
侮
ら
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
齊
の
威
王
が
好
ん
で
姿
を
隠
し
て
は
淫
樂
に
溺
れ
、
長
夜
の
飲
に

耽
け
て
政
を
卿
大
夫
に
任
せ
っ
き
り
だ
っ
た
の
で
、
政
治
が
荒
廃
し
国
土
は

諸
侯
に
侵
食
さ
れ
、
国
は
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
近
臣
は
誰
一

人
敢
て
諫
め
る
も
の
が
な
い
。
そ
こ
で
淳
于
髠
は
、
王
の
庭
に
大
鳥
が
居
て

三
年
経
っ
て
も
飛
ば
ず
鳴
か
ず
に
い
た
が
、
そ
れ
は
何
の
鳥
か
と
王
に
問
う

た
。
す
る
と
、
王
は
こ
の
鳥
一
た
び
飛
べ
ば
天
を
沖
き
、
一
た
び
鳴
け
ば
人

を
驚
か
す
と
い
っ
て
政
に
精
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
侵
略
さ
れ
た
領
土
を
悉

く
取
り
戻
し
た
。
ま
た
楚
兵
が
攻
め
て
き
た
時
、
髠
が
王
命
を
受
け
て
う
ま

く
趙
の
救
援
軍
十
万
人
を
引
き
出
し
て
楚
兵
を
退
却
さ
せ
た
。
ご
褒
美
に
威

王
が
後
宮
に
置
酒
し
て
髠
に
酒
を
賜
っ
た
ら
、
彼
は
ど
の
ぐ
ら
い
飲
め
る
か

と
の
問
い
に
答
え
て
、
自
分
は
一
斗
飲
ん
で
も
醉
う
し
一
石
飲
ん
で
も
醉
う

と
い
う
。
王
の
前
で
畏
ま
っ
て
飲
む
と
一
斗
だ
け
で
醉
う
が
、
寛
い
で
美
人

を
抱
え
て
飲
む
と
十
斗
も
行
け
る
。
で
も
飲
み
す
ぎ
る
と
礼
儀
が
乱
れ
、
喜

び
過
ぎ
る
と
悲
し
み
を
招
く
と
い
っ
た
。
そ
の
言
葉
で
王
は
長
夜
の
飲
を
止

め
、
斉
王
の
善
政
が
長
く
続
い
た
。

　

ま
た
優
孟
は
楚
の
樂
人
、
多
辯
で
よ
く
談
笑
を
し
諷
諫
を
し
た
。
時
に
楚

の
莊
王
は
愛
馬
が
死
ん
だ
の
で
群
臣
に
命
じ
て
大
夫
と
同
等
の
葬
式
を
挙
げ

よ
う
と
し
た
。
近
臣
が
挙
っ
て
諫
め
た
が
こ
れ
以
上
諌
る
者
は
死
罪
に
処
す

と
い
っ
て
聞
か
な
い
。
そ
こ
で
優
孟
は
宮
殿
に
入
る
と
天
を
仰
い
で
慟
哭
し

た
。
王
は
驚
い
て
故
を
聞
く
と
、
王
の
愛
馬
だ
か
ら
大
夫
と
同
等
の
葬
式
に

し
て
も
ま
だ
手
薄
い
、
王
と
同
格
の
葬
式
に
し
て
ほ
し
い
と
請
う
。
王
家
の

祖
廟
で
諸
国
の
使
者
を
両
側
に
並
ば
せ
、
ご
先
祖
様
を
前
に
し
て
生
け
贄
を

供
え
れ
ば
、
諸
国
も
王
が
人
を
賤
め
馬
を
貴
ぶ
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
と
い

う
。
そ
れ
を
聞
く
と
さ
す
が
の
莊
王
も
困
っ
て
死
馬
を
普
通
の
家
畜
と
し
て

処
分
し
た
。
ま
た
優
旃
は
秦
の
俳
優
で
侏
儒
だ
が
、
よ
く
道
理
に
適
う
笑
言

を
い
う
。
嘗
て
始
皇
帝
が
御
苑
を
大
い
に
拡
張
し
、
東
は
函
谷
関
、
西
は
陳

倉
に
ま
で
拡
げ
よ
う
と
し
た
が
、
優
旃
は
、
そ
れ
は
よ
ろ
し
い
、
苑
中
に
野

獣
を
多
く
放
し
て
、
東
か
ら
敵
が
や
っ
て
き
た
ら
鹿
ど
も
に
角
で
突
か
せ
れ

ば
こ
と
足
り
る
と
い
っ
た
。
そ
の
言
葉
で
始
皇
帝
は
御
苑
の
拡
充
を
止
め
た

と
い
う
。

　

司
馬
遷
が
滑
稽
列
伝
に
挙
げ
た
三
人
を
見
れ
ば
、
い
ず
れ
も
直
言
で
き
な
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い
場
合
に
あ
っ
て
巧
み
に
言
方
を
換
え
て
風
諫
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ

れ
が
正
し
く
「
談
言
微
中
」
の
実
例
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

改
め
て
弁
正
伝
を
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
彼
の
付
き
合
う
相
手
も
伝
に
見

る
か
ぎ
り
、
ま
ず
は
李
隆
基
と
い
う
君
王
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
「
性
滑
稽
、

善
談
論
」
と
い
わ
れ
る
弁
正
の
滑
稽
も
そ
の
言
論
な
い
し
言
語
作
品
の
考
察

を
通
し
て
、
唐
都
で
の
そ
の
事
跡
を
推
察
す
る
重
要
な
鍵
に
な
ろ
う
。
冗
談

半
分
だ
か
ら
直
接
的
に
は
言
え
な
い
こ
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
、
時
に
は
奇

抜
な
着
想
や
巧
妙
な
言
い
回
し
で
世
の
難
題
を
解
決
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

れ
が
史
記
の
い
う
「
滑
稽
」
な
の
で
あ
っ
た
。
弁
正
に
も
そ
れ
に
等
し
い
滑

稽
な
事
績
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

三
、
五
言
詩
「
与
朝
主
人
」
の
制
作
背
景

　
『
懐
風
藻
』
に
収
め
ら
れ
た
弁
正
の
詩
第
一
首
は
「
与
朝
主
人
」
と
題
す
る
。

　
　

鐘
鼓
沸
城
闉
、
戎
蕃
預
国
親
。
神
明
今
漢
主
、
柔
遠
靜
胡
塵
。

　
　

琴
歌
馬
上
怨
、
楊
柳
曲
中
春
。
唯
有
關
山
月
、
偏
迎
北
塞
人
。

　
　
（
鐘
鼓
城
闉
に
沸
き
、
戎
蕃
国
親
に
預
る
。
神
明
た
り
今
の
漢
主
、
柔

遠
し
て
胡
塵
を
靜
む
。
琴
歌
馬
上
の
怨
、
楊
柳
曲
中
の
春
。
た
だ
關
山

の
月
有
る
の
み
、
偏
へ
に
北
塞
の
人
を
迎
ふ
。）

　

右
に
掲
げ
た
一
首
は
唐
朝
の
皇
女
が
西
方
の
異
民
族
に
嫁
ぐ
こ
と
を
詠
ん

で
い
る
。
詩
は
前
半
に
今
上
も
漢
帝
と
同
じ
く
皇
女
を
異
民
族
の
王
に
嫁
が

せ
る
懐
柔
策
を
取
っ
て
世
の
太
平
を
図
る
と
歌
い
、
後
半
は
皇
女
送
別
の
悲

愁
と
遥
か
遠
い
道
中
の
寂
寥
と
を
慰
め
る
楽
曲
の
趣
旨
を
並
べ
挙
げ
た
。
ち

な
み
に
和
親
策
で
異
民
族
に
嫁
い
だ
皇
女
は
、漢
代
で
は
武
帝
の
時
烏
孫（
ウ

イ
グ
ル
）
王
に
嫁
い
だ
劉
細
君
と
元
帝
の
時
匈
奴
王
に
嫁
い
だ
王
昭
君
が
楽

府
曲
に
よ
く
歌
わ
れ
て
い
た
が
、
唐
代
で
は
太
宗
皇
帝
の
時
吐
蕃
（
チ
ベ
ッ

ト
）
王
に
文
成
公
主
、
中
宗
の
時
も
同
じ
く
吐
蕃
王
に
金
城
公
主
が
嫁
い
で

い
る
。

　

わ
け
て
も
、
金
城
公
主
の
外
嫁
は
神
龍
三
年
（
七
〇
七
）
四
月
に
「
雍
王

守
礼
の
女
を
も
っ
て
金
城
公
主
と
為
し
吐
蕃
贊
普
に
出
降
す
」
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
、
景
龍
三
年
（
七
〇
九
）
十
月
に
吐
蕃
か
ら
嫁
迎
の
使
節
が
来
京
し
、

翌
年
正
月
に
公
主
一
行
が
吐
蕃
に
向
か
っ
て
発
っ
た
の
で
あ
る
。『
旧
唐
書
・

中
宗
紀
』
に

　
　

四
年
春
正
月
丁
丑
、
命
左
驍
衛
大
将
軍
河
源
軍
使
楊
矩
為
送
金
城
公
主

入
吐
蕃
使
。
己
夘
幸
始
平
送
金
城
公
主
帰
吐
蕃
。
二
月
壬
午
、
曲
赦
咸

陽
始
平
為
金
城
縣
。

　
　
（
四
年
の
春
正
月
丁
丑
、
左
驍
衛
大
将
軍
河
源
軍
使
の
楊
矩
を
命
じ
て

金
城
公
主
を
送
る
入
吐
蕃
使
と
為
す
。
己
夘
、
始
平
に
幸
し
て
金
城
公

主
の
吐
蕃
に
帰
ぐ
を
送
る
。
二
月
壬
午
、
咸
陽
を
曲
赦
し
、
始
平
を
し

て
金
城
縣
と
な
す
。）

　

と
見
え
る
。
そ
の
詳
細
は
同
書
『
吐
蕃
傳
上
』
に
も
っ
と
細
か
く
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
年
（
七
一
〇
）
の
正
月
に
中
宗
皇
帝
は
ま
ず
勅
命
の
「
制
」

を
下
し
て
、
漢
代
に
遡
る
和
親
柔
遠
策
の
意
義
を
述
べ
、
太
宗
皇
帝
が
文
成

公
主
を
吐
蕃
に
嫁
が
せ
た
こ
と
を
讃
え
た
と
と
も
に
、
娘
を
遠
く
へ
嫁
が
せ

る
親
と
し
て
の
辛
さ
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
金
城
公
主
を
吐
蕃
ま
で
送
る

使
者
を
選
定
し
、
皇
帝
自
ら
都
郊
外
の
始
平
縣
ま
で
行
幸
し
て
餞
別
の
宴
を

張
っ
た
。

　
　
　

其
月
、
帝
幸
始
平
縣
以
送
公
主
。
設
帳
殿
於
百
頃
泊
側
、
引
王
公
宰

相
及
吐
蕃
使
入
宴
中
坐
。
酒
闌
、
命
吐
蕃
使
進
前
、
諭
以
公
主
孩
幼
割

慈
遠
嫁
之
㫖
、
上
悲
泣
歔
欷
。
久
之
、
因
命
從
臣
賦
詩
選
別
。
曲
赦
始

平
縣
大
辟
罪
已
下
、
百
姓
給
復
一
年
。
改
始
平
縣
為
金
城
縣
、
又
改
其
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地
為
鳳
池
郷
愴
別
里
。（
そ
の
月
、
帝
始
平
縣
に
幸
し
て
以
て
公
主
を

送
る
。
帳
殿
を
百
頃
泊
の
側
に
設
け
、
王
公
宰
相
及
び
吐
蕃
使
を
引
い

て
宴
中
に
入
り
て
坐
す
。
酒
闌
に
し
て
、
吐
蕃
使
を
命
じ
て
前
に
進
ま

せ
、
公
主
い
ま
だ
孩
幼
に
し
て
慈
割
遠
嫁
の
㫖
を
以
て
諭
し
、
上
悲
泣

歔
欷
す
。
こ
れ
を
久
し
く
し
て
、
因
り
て
從
臣
に
命
じ
て
詩
を
賦
し
餞

別
せ
し
む
。
始
平
縣
の
大
辟
罪
已
下
を
曲
赦
し
、
百
姓
に
給
復
す
る
こ

と
一
年
。
始
平
縣
を
改
め
て
金
城
縣
と
す
、
ま
た
そ
の
地
を
改
め
て
鳳

池
郷
愴
別
里
と
為
す
。）

　

長
安
二
年
（
七
〇
二
）
か
ら
渡
唐
し
て
い
る
弁
正
が
こ
の
重
大
事
件
を
当

然
見
聞
し
て
い
た
。
前
掲
詩
に
詠
ん
で
い
る
の
は
正
に
こ
の
事
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
当
時
中
宗
皇
帝
は
自
ら
始
平
縣
に
行
幸
し
て
涙
を
流
し
な
が
ら
公
主

を
送
別
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
従
臣
た
ち
に
命
じ
て
餞
別
の
詩
を
賦
せ
し
め

た
。
そ
の
さ
い
修
文
館
大
学
士
の
李
嶠
を
は
じ
め
文
学
従
臣
た
ち
の
作
っ
た

応
製
詩
は
、『
文
苑
英
華
』
に
十
七
首
も
遺
っ
て
い
る
。

　
　

①　

奉
和
聖
製
送
金
城
公
主
適
西
蕃
應
制
・
李
嶠

　
　

漢
帝
撫
戎
臣
、
絲
言
命
錦
輪
。
還
將
弄
機
女
、
遠
嫁
織
皮
人
。

　
　

曲
怨
関
山
月
、
粧
消
道
路
塵
。
所
嗟
穠
李
樹
、
空
対
小
楡
春
。

　
　

②　

同
前
・
崔
湜

　
　

懐
戎
前
策
備
、
降
女
旧
姻
修
。
簫
鼓
辞
家
怨
、
旌
旃
出
塞
愁
。

　
　

尚
孩
中
念
切
、
方
遠
御
慈
流
。
顧
乏
謀
臣
用
、
仍
勞
聖
主
憂
。

　
　

③　

同
前
・
劉
憲

　
　

外
舘
踰
河
右
、
行
營
指
路
岐
。
和
親
悲
遠
嫁
、
忍
愛
泣
將
離
。

　
　

旌
斾
羌
先
風
引
、
軒
車
洪
水
随
。
那
堪
馬
上
曲
、
時
向
管
中
吹
。

　
　

④　

同
前
・
張
說

　
　

青
海
和
親
日
、
潢
星
出
降
時
。
戎
王
子
壻
寵
、
漢
国
旧
家
慈
。

　
　

春
野
開
離
宴
、
雲
天
起
別
詞
。
空
弾
馬
上
曲
、
詎
減

楼
思
。

　
　

⑤　

同
前
・
薛
稷

　
　

天
道
能
殊
俗
、
深
仁
乃
戢
兵
。
懐
荒
寄
赤
子
、
忍
愛
鞠
蒼
生
。

　
　

月
下
瓊
娥
出
、
星
分
宝
婺
行
。
関
山
馬
上
曲
、
相
送
不
勝
情
。

　
　

⑥　

同
前
・
閻
朝
隠

　
　

甥
舅
同
親
地
、
君
臣
厚
帝

。
還
將
貴
公
主
、
嫁
与
耨
檀
王
。

　
　

鹵
簿
山
川
間
、
琵
琶
道
路
長
。
廻
瞻
父
母
国
、
日
出
在
東
方
。

　
　

⑦　

同
前
・
蘇
頲

　
　

帝
女
出
天
津
、
和
戎
転
罽
輪
。
川
經
断
腸
望
、
地
与
析
支
隣
。

　
　

奏
曲
風
嘶
馬
、
銜
悲
月
伴
人
。
旋
知
偃
兵
革
、
長
是
漢
家
親
。

　
　

⑧　

同
前
・
韋
元
旦

　
　

柔

安
夷
俗
、
和
親
重
漢
年
。
軍
容
旌
節
送
、
国
命
錦
車
傳
。

　
　

琹
曲
悲
千
里
、
簫
聲
懸
九
天
。
唯
應
西
海
月
、
來
就
掌
中
圓
。

　
　

⑨　

同
前
・
徐
堅

　
　

星
漢
下
天
孫
、
車
服
降
殊
蕃
。
匣
中
詞
易
切
、
馬
上
曲
虚
繁
。

　
　

関
塞
移
朱
額
、
風
塵
闇
錦
軒
。
簫
聲
去
日

、
萬
里
望
河
源
。

　
　

⑩　

同
前
・
崔
日
用

　
　

聖
后
經
綸

、
謀
臣
計
畫
多
。
受
降
追
漢
策
、
築
舘
許
戎
和
。

　
　

俗
化
烏
孫
壘
、
春
生
積
石
河
。
六
龍
今
出
餞
、
雙
鶴
願
為
歌
。

　
　

⑪　

同
前
・
鄭
愔

　
　

下
嫁
戎
庭

、
和
親
漢
礼
優
。
茄
聲
出
虜
塞
、
蕭
曲
背
秦
楼
。

　
　

貴
主
悲
黄
鶴
、
征
人
怨
紫
騮
。
皇
情
眷
億
兆
、
割
念
俯
懐
柔
。

　
　

⑫　

同
前
・
李
適

　
　

絳
河
從

聘
、
青
海
赴
和
親
。
月
作
臨
邉
曉
、
花
為
度
隴
春
。

　
　

主
歌
悲
顧
鶴
、
帝
策
重
安
人
。
燭
有
瓊
簫
去
、
悠
悠
思
錦
輪
。
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⑬　

同
前
・
馬
懐
素

　
　

帝
子
今
何
去
、
重
姻
適
異
方
。
離
情
愴
宸
掖
、
別
路
遶
関
梁
。

　
　

望
絶
園
中
栁
、
悲
纏
陌
上
桑
。
空
餘
怨
黄
鶴
、
東
顧
憶
廻
翔
。

　
　

⑭　

同
前
。
武
平
一

　
　

廣
化
三
邉
静
、
通
姻
四
海
安
。
還
將
膝
下
愛
、
持
副
域
中
歡
。

　
　

聖
念
飛
玄
藻
、
仙
儀
下
白
蘭
。
日
斜
征
蓋
沒
、
帰
騎
動
鳴
鑾
。

　
　

⑮　

同
前
・
徐
彦
伯

　
　

鳳
扆
憐
蕭
曲
、
鸞
閨
念
掌
珍
。
羌
庭
遙
築
舘
、
漢
策
重
和
親
。

　
　

星
転
銀
河
夕
、
花
移
玉
樹
春
。
聖
心
悽

近
、
留
蹕
望
征
塵
。

　
　

⑯　

同
前
・
唐

悊

　
　

皇
恩
睠
下
人
、
割
愛

和
親
。
少
女
風

兊
、
姮
娥
月
去
秦
。

　
　

龍
笛
迎
金
牓
、
驪
歌
送
錦
輪
。
那
堪
桃
李
色
、
移
向
虜
庭
春
。

　
　

⑰　

同
前
・
沈
佺
期

　
　

金
牓
扶
丹
掖
、
銀
河
属
紫
閽
。
那
堪
將

女
、
還
以
嫁
烏
孫
。

　
　

玉
就
歌
中
怨
、
珠
辞
掌
上
恩
。
西
戎
非
我
匹
、
明
主
至
公
存
。

　

こ
こ
に
朝
廷
の
主
要
な
文
臣
が
ほ
と
ん
ど
出
揃
っ
た
こ
と
い
う
ま
で
も
な

い
。
彼
ら
の
詩
作
が
趣
旨
も
表
現
も
極
め
て
類
似
し
て
い
る
の
は
、
同
じ
事

件
を
扱
っ
た
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
中
宗
の
「
制
」
と
悲
泣
歔
欷
し
て
述

べ
た
御
言
葉
が
応
製
詩
の
表
現
領
域
を
規
定
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

試
に
和
親
柔
遠
策
を
表
す
「
和
親
」
の
語
を
見
れ
ば
、
③
④
⑧
⑪
⑫
⑮
⑯
に

詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
皇
女
嫁
入
り
道
中
の
悲
傷
を
歌
う
楽
曲
を
「
馬

上
曲
」
に
絞
っ
て
見
て
も
③
④
⑥
⑨
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
で
あ
る
。

も
う
少
し
細
く
吟
味
す
る
と
、
例
え
ば
冒
頭
一
首
、
李
嶠
の
詩
を
見
て
み
よ

う
。

　
　

漢
帝
戎
臣
を
撫
せ
ん
と
、
絲
言
し
て
錦
輪
を
命
ず
。
還
た
弄
機
の
女
を

將
て
、

く
織
皮
の
人
に
嫁
か
し
む
。
曲
は
関
山
の
月
を
怨
み
、
粧
は

道
路
の
塵
に
消
ゆ
。
嗟
く
と
こ
ろ
は
穠
李
の
樹
、
空
し
く
小
楡
の
春
に

対
す
る
な
り
。

　

詩
中
「
漢
帝
」
は
唐
の
皇
帝
を
指
し
、「
戎
臣
を
撫
せ
ん
」
と
は
遠
い
異
国

を
懐
柔
す
る
柔
遠
策
を
い
う
。「
絲
言
」
は
そ
の
勅
命
。「
弄
機
女
」
は
天
女

の
織
姫
、
こ
こ
で
は
皇
女
を
喩
え
る
。「
織
皮
人
」
は
毛
皮
を
着
用
し
生
活

風
習
が
全
く
異
な
る
異
民
族
を
表
す
。
そ
し
て
「
関
山
月
」
は
干
燥
し
た
空

気
に
冴
え
た
月
が
関
を
夾
ん
で
聳
え
立
つ
荒
涼
た
る
山
々
を
照
ら
す
光
景
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
漢
の
横
吹
曲
の
名
、
遥
か
辺
境
の
要
塞
を
越
え
て
い
く
旅
人

の
心
中
を
悲
し
む
楽
曲
で
あ
る
。
ま
た
「
粧
は
道
路
の
塵
に
消
ゆ
」
と
は
す

な
わ
ち
異
国
へ
嫁
ぐ
皇
女
の
道
中
の
辛
苦
と
寂
寥
を
紛
ら
す
為
に
馬
上
で
演

奏
さ
れ
る
琵
琶
琴
曲
「
王
昭
君
」
の
歌
詞
を
踏
ま
え
た
詩
句
で
あ
る
。
そ
し

て
「
穠
李
」
は
王
侯
の
子
女
の
華
や
か
な
婚
礼
を
歌
う
『
詩
経
・
召
南
』
何

彼
穠
矣
を
踏
え
て
花
嫁
の
美
し
い
姿
を
桃
の
花
に
喩
え
る
表
現
だ
が
、「
小

楡
」
は
小
楡
谷
、
吐
蕃
に
通
ず
る
険
し
い
山
間
に
あ
る
地
名
、
両
者
の
対
照

は
正
に
嘆
か
わ
し
い
と
い
う
ほ
か
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
一
首
は
前
半
四
句

で
遠
い
異
国
へ
皇
女
を
嫁
が
せ
る
和
親
柔
遠
策
を
詠
み
、
後
半
は
そ
う
し
た

政
策
に
伴
う
皇
女
と
皇
親
の
悲
哀
を
西
域
由
来
の
楽
府
歌
曲
に
寄
せ
な
が
ら

表
し
た
の
で
あ
る
。

　

改
め
て
弁
正
の
作
を
見
れ
ば
、
全
体
の
構
成
は
李
嶠
の
詩
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
あ
る
こ
と
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
細
部
の
違
い
を
言
え
ば
、
弁
正
の
詩

は
公
主
を
吐
蕃
に
送
り
出
す
京
都
城
内
の
光
景
か
ら
歌
い
出
し
、
郊
外
で
餞

別
の
時
に
作
ら
れ
た
李
嶠
ら
の
詩
と
制
作
の
場
が
異
る
。
も
う
一
つ
、
弁
正

詩
の
特
色
は
後
半
に
多
く
の
楽
曲
名
を
連
ね
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
「
琴
歌
」
と
は
琵
琶
曲
「
王
昭
君
」
を
い
い
、
馬
上
で
演
奏
さ
れ
る
こ
の
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曲
は
長
い
道
中
の
寂
し
さ
を
慰
め
る
も
の
だ
か
ら
「
哀
怨
の
声
多
し
」（
石

崇
「
王
明
君
辞
序
」）
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
「
楊
柳
曲
」
は
送
別
の
歌
、
西

域
へ
の
道
中
は
砂
漠
ば
か
り
だ
か
ら
、
春
の
到
来
を
告
げ
る
楊
柳
の
緑
は
曲

の
中
か
ら
偲
ぶ
し
か
な
い
と
い
う
趣
旨
。
前
掲
応
詔
詩
群
で
は
⑬
も
「
望
み

絶
ゆ
園
中
の
柳
」
と
同
じ
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
し
て
「
関
山
月
」
も
先

述
し
た
と
お
り
殺
伐
と
し
た
情
景
を
歌
う
横
吹
曲
の
名
を
織
り
込
ん
で
い
る

ば
か
り
か
、
尾
句
「
北
塞
」
も
吐
蕃
に
通
ず
る
国
境
の
要
塞
は
「
北
」
で
は

な
く
西
に
あ
る
か
ら
、こ
の
「
北
」
と
は
「
背
」
の
通
用
字
で
「
塞
に
背
く
」

と
は
要
塞
を
出
て
行
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
横
吹
曲
「
出
塞
」
を
暗
に
指
す
。

応
詔
詩
群
で
も
②
「
旌
旃
、
出
塞
の
愁
い
」
と
い
い
、
⑪
「
茄
声
、
虜
塞
を

出
づ
」
と
歌
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
詩
の
後
半
は
す
べ
て
楽
曲
名
を
連
ね
て

異
国
に
嫁
が
れ
て
行
く
皇
女
の
別
離
の
悲
傷
を
織
り
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
曲
は
応
詔
詩
群
に
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
作
者
の
豊
か

な
唐
楽
の
嗜
み
を
見
て
取
れ
る
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
詩
を
与
え
る
相
手

も
音
楽
の
達
人
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
し
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
相
手
の
身
分

も
相
当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
こ
の
詩
の
与
え

ら
れ
た
「
朝
主
人
」
の
正
体
を
解
く
一
つ
の
鍵
が
あ
っ
た
こ
と
は
見
落
と
せ

な
い
。

　

さ
て
、
唐
の
中
宗
の
頃
、
朝
廷
の
政
治
は
暗
愚
だ
っ
た
が
、
宮
廷
の
詩
壇

は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
中
宗
皇
帝
は
常
時
大
勢
の
文
学
従
臣
を
引
き
連
れ
て
事

あ
る
毎
に
応
制
詩
を
作
ら
せ
る
風
流
が
流
行
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
李
嶠
の

應
制
詩
は
当
代
随
一
と
い
わ
れ
、
詩
を
学
ぶ
人
々
の
手
本
と
な
っ
た注
注

。
こ
の

時
も
李
嶠
ら
の
應
制
詩
群
は
恐
ら
く
作
ら
れ
た
翌
日
か
ら
長
安
城
内
に
伝
え

ら
れ
広
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
当
時
の
情
勢
を
勘
案
す
れ
ば
、
弁
正
の
詩
は
や
は
り
李
嶠
ら

の
應
制
詩
を
読
ん
だ
後
の
擬
作
と
見
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
、

弁
正
詩
は
巧
み
に
こ
れ
ら
の
應
制
詩
に
擬
し
て
作
っ
た
こ
と
に
は
ど
ん
な
意

味
が
あ
っ
た
の
か
。
故
意
の
物
真
似
は
み
ん
な
が
「
に
せ
も
の
」
と
知
っ
て

い
る
か
ら
笑
い
を
誘
う
。
弁
正
の
詩
は
ど
こ
ま
で
も
應
制
詩
に
擬
し
な
が
ら

應
制
詩
に
は
成
ら
な
い
。
詩
を
与
え
る
相
手
が
「
制
」
を
下
す
皇
帝
で
は
な

か
っ
た
し
、「
制
に
應
」
じ
て
作
っ
た
詩
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ

そ
「
非
を
是
の
よ
う
に
言
い
包
め
、
是
を
非
の
よ
う
に
ふ
ざ
け
て
」
い
う
滑

稽
な
作
品
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
、「
朝
主
人
」
と
李
隆
基

　

弁
正
詩
の
与
え
ら
れ
た
「
朝
主
人
」
と
は
誰
な
の
か
。
こ
れ
ま
で
諸
説
あ

り
未
だ
定
説
を
見
な
い
と
い
え
る注
注

。
前
節
で
見
て
き
た
詩
の
性
格
と
表
現
の

特
色
か
ら
結
論
を
先
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
作
は
李
嶠
ら
の
応
製
詩
に
擬
し

て
作
ら
れ
、
や
は
り
李
隆
基
に
献
上
し
た
も
の
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

弁
正
が
そ
の
知
遇
を
得
た
玄
宗
こ
そ
「
尤
知
音
律
」
と
称
せ
ら
れ
る
当
代
随

一
の
笛
（
横
吹
曲
）
の
名
人
で
あ
っ
て
、
中
宗
皇
帝
の
次
に
嘱
望
さ
れ
る
皇

位
継
承
者
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
横
田
健
一
氏
は
「
朝
主
人
」
と
は

李
隆
基
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る注
注

。
氏
の
推
察
は
間
違
い

な
い
。
こ
こ
に
李
隆
基
が
「
朝
主
人
」
と
称
せ
ら
れ
る
理
由
を
三
つ
挙
げ
て

み
る
。

　

第
一
、
垂
拱
元
年
（
六
八
五
）
秋
八
月
李
隆
基
は
睿
宗
皇
帝
の
皇
子
と
し

て
東
都
の
洛
陽
に
生
れ
、
楚
王
に
封
せ
ら
れ
た
。
天
授
三
年
（
六
九
二
）
十

月
に
出
閤
し
て
府
を
開
き
、
始
め
て
官
屬
を
置
く
が
、
年
僅
か
七
歳
の
彼
が

今
を
時
め
く
則
天
武
后
一
族
の
重
鎮
に
対
し
て
朝
廷
を
「
吾
家
の
朝
堂
」
と

言
い
切
っ
た
。
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年
始
七
歳
朔
望
車
騎
至
朝
堂
、
金
吾
將
軍
武
懿
宗
忌
上
厳
整
、
訶
排
儀

仗
、
因
欲
折
之
。
上
叱
之
曰
、
吾
家
朝
堂
、
干
汝
何
事
、
敢
迫
吾
騎
従
。

則
天
聞
而
特
加
寵
異
之
。

　
　
（
年
始
め
て
七
歳
、
朔
望
に
車
騎
朝
堂
に
至
る
。
金
吾
將
軍
の
武
懿
宗
、

上
の
厳
整
た
る
を
忌
み
、
儀
仗
を
訶
排
し
、
因
り
て
こ
れ
を
折
せ
ん
と

欲
す
。
上
こ
れ
を
叱
り
て
曰
く
、
吾
が
家
の
朝
堂
、
汝
に
何
事
か
干
は

ら
ん
、
敢
へ
て
吾
が
騎
従
を
迫
む
。
則
天
聞
き
て
特
に
加
へ
て
こ
れ
を

寵
異
す
。）（
旧
唐
書
・
玄
宗
紀
）

　

時
に
ま
だ
七
歳
の
李
隆
基
が
毎
月
の
朔
日
と
十
五
日
に
車
騎
を
整
え
て
朝

廷
に
上
る
。
京
の
治
安
を
司
る
金
吾
將
軍
の
武
懿
宗
が
そ
の
儀
仗
が
あ
ま
り

に
整
然
と
整
え
て
い
る
の
を
忌
み
嫌
い
、
こ
れ
を
怒
鳴
り
ち
ら
し
て
排
除
し

よ
う
と
し
た
ら
、
李
隆
基
は
武
懿
宗
を
叱
り
つ
け
て
、「
わ
が
家
の
朝
堂
だ
か

ら
、
お
前
と
何
の
関
係
が
あ
る
。
吾
の
騎
従
に
と
や
か
く
口
を
出
す
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
」
と
言
い
放
っ
た
。
祖
母
の
則
天
女
帝
も
こ
の
こ
と
を
聞
く

と
至
っ
て
驚
き
、
李
隆
基
に
特
別
寵
愛
を
加
え
た
と
い
う
。
そ
れ
は
紛
れ
も

な
く
朝
堂
の
主
人
た
る
態
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

第
二
、
中
宗
は
弘
道
元
年
（
六
八
三
）
十
二
月
に
崩
御
し
た
髙
宗
の
遺
詔

に
よ
り
す
ぐ
に
即
位
し
た
が
、
翌
年
二
月
に
早
く
も
皇
太
后
に
よ
っ
て
廃
せ

ら
れ
廬
陵
王
に
下
さ
れ
た
。
代
わ
り
に
睿
宗
が
立
て
ら
れ
天
授
元
年

（
六
九
〇
）
ま
で
計
六
年
間
帝
位
に
即
い
て
い
た
。
則
天
武
后
が
自
ら
皇
帝

と
な
っ
た
後
も
廃
せ
ら
れ
た
睿
宗
は
「
皇
嗣
」
と
し
て
東
宮
に
移
り
、
皇
太

子
で
あ
り
続
け
た
。
李
隆
基
が
「
吾
家
の
朝
堂
」
と
言
い
放
っ
た
の
は
そ
の

間
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
聖
歴
元
年
（
六
九
八
）
中
宗
が
左
遷
先
の
房
陵
か

ら
帰
京
す
る
と
、
睿
宗
が
何
度
も
「
皇
嗣
」
の
位
を
中
宗
に
讓
り
た
い
と
申

し
出
た
の
で
、
中
宗
が
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
神
龍
元

年
（
七
〇
五
）
中
宗
が
復
位
す
る
と
、
睿
宗
は
「
皇
太
弟
」
に
封
じ
ら
れ
た
、

が
固
辞
し
て
受
け
な
か
っ
た
。
朝
廷
で
は
睿
宗
を
世
継
と
目
す
る
も
の
が
少

な
く
な
い
。
特
に
神
龍
三
年
（
七
〇
七
）
七
月
に
中
宗
の
子
、
皇
太
子
李
重

俊
の
変
が
起
き
て
か
ら
、
後
宮
の
跋
扈
が
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
、
中
宗
の

次
に
は
睿
宗
の
諸
子
を
皇
位
後
継
者
と
見
込
む
も
の
が
多
か
っ
た
。

　

第
三
、
李
隆
基
は
神
龍
元
年
に
衛
尉
少
卿
に
任
じ
ら
れ
、
景
龍
二
年

（
七
〇
八
）
四
月
に
潞
州
別
駕
を
兼
任
し
、
同
十
二
月
「
銀
青
光
禄
大
夫
」

が
加
わ
っ
て
か
ら
、
州
内
に
白
日
昇
天
の
黄
龍
が
現
れ
た
り
、
狩
猟
に
出
た

ら
紫
の
雲
が
そ
の
上
を
覆
う
な
ど
の
符
瑞
が
十
九
件
も
数
え
た
。

　
　

州
境
有
黄
龍
白
日
昇
天
、
嘗
出
畋
有
紫
雲
在
其
上
、
後
從
者
望
而
得
之
、

前
後
符
瑞
凡
一
十
九
事
。

　
　
（
州
の
境
黄
龍
の
白
日
に
昇
天
す
る
有
り
、
嘗
て
畋
に
出
で
て
紫
雲
の

そ
の
上
に
在
る
有
り
、
後
よ
り
從
う
者
望
み
て
こ
れ
を
得
た
り
。
前
後

す
る
符
瑞
凡
そ
一
十
九
事
あ
り
。）

　

加
え
て
中
宗
の
末
年
、
王
室
に
多
事
の
た
め
、
李
隆
基
は
密
か
に
材
力
の

士
を
招
い
て
有
事
に
備
え
て
い
た
。
彼
ら
は
み
な
李
隆
基
を
皇
位
継
承
者
と

見
込
ん
で
い
た
こ
と
当
然
で
あ
ろ
う
。
弁
正
も
李
隆
基
の
知
遇
を
得
た
才
士

の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
伝
に
記
す
通
り
で
あ
る
。

　
　

中
宗
末
年
、
王
室
多
故
、
上
常
陰
引
材
力
之
士
以
自
助
。

　
　
（
中
宗
末
年
、
王
室
に
多
故
た
り
。
上
常
に
陰
か
に
材
力
の
士
を
引
き

以
て
自
助
す
。）

　

中
宗
末
年
す
な
わ
ち
景
龍
四
年
の
王
室
に
関
わ
る
異
変
を
幾
つ
か
挙
げ
れ

ば
、
こ
の
年
の
正
月
に
金
城
公
主
を
吐
蕃
に
送
る
使
者
と
し
て
趙
彦
昭
を
指

名
し
た
が
彼
は
中
宗
の
娘
・
安
樂
公
主
に
頼
ん
で
他
人
と
交
替
さ
せ
た
。
李

隆
基
が
南
郊
祭
祀
に
参
列
す
る
た
め
上
京
す
る
際
、
占
師
に
凶
吉
を
占
わ
せ
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た
ら
非
常
な
吉
兆
を
得
た
。
そ
の
王
邸
の
池
か
ら
水
気
が
立
ち
昇
り
、
見
た

も
の
は
そ
れ
を
「
龍
の
気
」
だ
と
い
っ
た
。
四
月
、
中
宗
が
李
隆
基
邸
に
行

幸
し
、
池
に
楼
船
を
作
っ
て
遊
ん
だ
。
五
月
、
前
州
司
兵
参
軍
の
燕
欽
融
が

上
書
し
て
皇
后
が
国
政
を
干
渉
し
安
樂
公
主
や
武
延
秀
ら
が
王
朝
の
宗
社
を

危
く
す
る
と
訴
え
、
帝
は
怒
っ
て
彼
を
召
し
出
し
て
そ
の
場
で
撲
殺
さ
せ
た
。

一
方
、
安
樂
公
主
は
皇
太
女
に
な
り
た
い
た
め
、
皇
后
と
共
謀
し
て
中
宗
に

鴆
毒
を
進
め
、
六
月
壬
午
、
中
宗
つ
い
に
毒
に
遇
っ
て
崩
御
し
た
。
皇
后
韋

氏
ら
は
先
ず
中
宗
の
崩
御
を
秘
し
て
温
王
の
李
重
茂
を
皇
太
子
に
立
て
、
韋

氏
は
皇
太
后
と
し
て
臨
朝
稱
制
す
る
。
間
も
な
く
臨
淄
王
の
李
隆
基
が
叔
母

の
太
平
公
主
と
手
を
組
ん
で
挙
兵
し
、
韋
氏
一
味
を
誅
殺
し
た
。

　

こ
の
間
、
李
隆
基
の
下
に
出
入
り
し
た
も
の
に
は
道
士
の
馮
道
力
や
處
士

の
劉
承
祖
な
ど
占
兆
を
得
意
と
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
時
勢
の
赴
く
と

こ
ろ
を
洞
察
す
る
力
が
あ
れ
ば
、
次
の
皇
位
継
承
者
に
誰
が
相
応
し
い
こ
と

は
自
ず
と
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
弁
正
は
正
し
く
こ
の
年
の
お
そ
ら
く
二
月

に
李
嶠
ら
の
応
制
詩
を
擬
し
て
「
与
朝
主
人
」
詩
を
作
り
、
李
隆
基
の
自
覚

を
促
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
臨
淄
王
の
李
隆
基
に
対
し
て
詩
を
「
与
え
る
」
と
は
紛

れ
も
な
く
前
例
の
な
い
こ
と
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
中
宗
末
年
に
皇
后
韋

氏
ら
一
派
が
睿
宗
諸
子
に
対
す
る
警
戒
が
相
当
に
強
か
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、

応
制
詩
と
同
じ
内
容
の
作
品
を
李
隆
基
に
奉
る
と
い
う
こ
と
は
到
底
で
き
ま

い
。
従
っ
て
こ
こ
は
や
は
り
滑
稽
の
才
知
を
発
揮
し
て
か
か
っ
た
ほ
う
が
最

適
と
判
断
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
異
国
の
賓
客
で
あ
っ
た
弁
正
は
、

李
隆
基
と
主
従
関
係
に
は
な
く
、
あ
く
ま
で
親
友
に
成
り
済
ま
し
て
、
少
年

李
隆
基
が
朝
廷
を
「
我
家
の
朝
堂
」
と
言
い
放
っ
た
故
事
を
踏
ま
え
て
、
文

学
従
臣
ら
が
中
宗
に
奉
っ
た
応
制
詩
を
擬
作
す
る
こ
と
で
、
李
隆
基
に
従
う

材
力
士
人
集
団
の
、
主
君
の
皇
位
継
承
を
待
望
す
る
気
持
ち
を
代
弁
し
た
も

の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、「
与
朝
主
人
」
と
題
す
る
こ
の
一
首
は
正
し
く
滑
稽
な
擬
作
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
談
笑
の
芸
を
発
揮
し
て
治
世
に
資
す
る
発
言
を
す
る

こ
と
は
、
史
記
に
「
滑
稽
列
伝
」
が
立
て
ら
れ
た
大
き
な
理
由
で
あ
り
、
滑

稽
の
本
道
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
改
め
て
思
い
知
ら
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
絶
句
「
在
唐
憶
本
郷
」
に
見
る
表
現
趣
旨

　

現
存
す
る
弁
正
の
第
二
首
の
作
品
は
絶
句
「
在
唐
憶
本
郷
」
で
あ
る
。

　
　
　
　

在
唐
憶
本
郷
（
唐
に
在
り
て
本
郷
を
憶
ふ
）

　
　

日
辺
瞻
日
本
、
雲
裏
望
雲
端
。
遠
遊
労
遠
国
、
長
恨
苦
長
安
。

　
　
（
日
辺
よ
り
日
本
を
瞻
、
雲
裏
よ
り
雲
端
を
望
む
。
遠
遊
し
て
遠
国
に

労
し
、
長
恨
し
て
長
安
に
苦
し
む
。）

　

こ
の
絶
句
は
詩
語
を
巧
み
に
使
い
、
か
つ
平
仄
も
近
体
詩
律
に
合
致
す
る

『
懐
風
藻
』
中
で
も
優
れ
た
出
来
栄
え
だ
と
い
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ

う注
注

。
作
者
の
「
滑
稽
」
な
性
格
か
ら
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
一
首

の
首
尾
に
用
い
ら
れ
る
「
日
辺
」
と
「
長
安
」
の
取
合
せ
で
あ
る
。
詩
語
と

し
て
の
「
日
辺
」
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、字
面
上
の
意
味
の
ほ
か
、「
長
安
」

を
意
味
す
る
場
合
は
、『
世
説
新
語
』
夙
惠
篇
に
見
る
晋
の
明
帝
の
故
事
を
踏

ま
え
る
。

　
　

晋
明
帝
数
歳
坐
元
帝
膝
上
、
有
人
従
長
安
来
。
元
帝
問
洛
下
消
息
、
潸

然
流
涕
。
明
帝
問
、
何
以
致
泣
？
具
以
東
渡
意
告
之
。
因
問
明
帝
、
汝

意
謂
長
安
何
如
日
遠
？
荅
曰
、
日
遠
。
不
聞
人
従
日
辺
来
、
居
然
可
知
。

元
帝
異
之
、
明
日
集
群
臣
宴
會
、
告
以
此
意
。
更
重
問
之
、
乃
荅
曰
、
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日
近
。
元
帝
失
色
曰
、
爾
何
故
異
昨
日
之
言
邪
？
荅
日
、
挙
目
見
日
、

不
見
長
安
。

　
　
（
晋
の
明
帝
数
歳
に
し
て
元
帝
の
膝
上
に
坐
せ
し
と
き
、
人
有
り
長
安

よ
り
来
る
。
元
帝
、
洛
下
の
消
息
を
問
ひ
、
潸
然
と
し
て
涕
を
流
す
。

明
帝
問
ふ
、
何
ゆ
え
泣
く
を
致
す
や
。
具
に
東
渡
の
意
を
以
て
こ
れ
に

告
ぐ
。
因
り
て
明
帝
に
問
ふ
、
汝
が
意
に
謂
ら
く
、
長
安
は
日
の
遠
き

に
何
如
？
荅
へ
て
曰
く
、
日
遠
し
。
人
の
日
辺
よ
り
来
る
を
聞
か
ず
、

居
然
と
し
て
知
る
べ
し
。
元
帝
こ
れ
を
異
と
す
。
明
日
群
臣
を
集
め
て

宴
会
し
、
告
ぐ
る
に
こ
の
意
を
以
て
す
。
更
に
重
ね
て
こ
れ
に
問
へ
ば
、

乃
ち
荅
へ
て
曰
く
、
日
近
し
と
。
元
帝
色
を
失
ひ
て
曰
く
、
爾
、
何
故

に
昨
日
の
言
に
異
る
や
？
荅
へ
て
曰
く
、
目
を
挙
ぐ
れ
ば
日
を
見
、
長

安
を
見
ず
と
。）

　

世
説
新
語
・
夙
惠
篇
は
早
熟
し
た
機
知
を
物
語
る
小
説
で
あ
る
。
東
晋
の

明
帝
が
ま
だ
幼
い
時
、
父
元
帝
の
膝
の
上
に
座
っ
て
い
る
と
、
ち
ょ
う
ど
長

安
か
ら
や
っ
て
き
た
も
の
が
い
る
の
で
、
当
時
の
都
建
業
（
今
の
南
京
）
か

ら
は
遠
い
「
長
安
」
と
「
日
辺
」
と
ど
ち
ら
が
遠
い
か
と
聞
か
れ
た
。
す
る

と
、
明
帝
は
即
座
に
日
辺
が
遠
い
と
答
え
、
日
辺
か
ら
人
が
や
っ
て
く
る
こ

と
を
聞
い
た
こ
と
も
な
い
か
ら
知
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
。
元
帝
は
息
子
の
機

知
に
驚
き
、
翌
日
宴
を
開
い
て
こ
の
事
を
参
会
者
に
披
露
し
た
う
え
、
改
め

て
同
じ
質
問
を
す
る
と
明
帝
は
掌
を
返
す
よ
う
に
日
辺
が
近
い
と
い
う
。
頭

を
挙
げ
れ
ば
日
は
見
え
る
が
、
長
安
は
見
え
な
い
か
ら
だ
と
い
う
答
え
は
帝

を
日
と
見
立
て
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
機
知
が
座
中
を
さ
ら
に
驚
か
せ
注
目

の
的
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
機
知
は
魏
晋
六
朝
の
間
流
行
し
た
清
談
に

あ
っ
て
絶
対
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
答
え
が
当
時
大
勢
の
驚

嘆
を
誘
っ
た
と
同
時
に
「
長
安
」
と
「
日
辺
」
と
を
一
種
の
同
義
語
に
仕
上

げ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
同
じ
問
題
に
対
し
て
異
な

る
答
え
を
出
す
時
に
振
わ
れ
る
弁
舌
が
正
し
く
「
非
を
言
う
こ
と
是
の
若
く
、

是
を
説
く
こ
と
非
の
若
し
」
と
い
う
「
滑
稽
」
の
才
に
通
ず
る
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
た
絶
句
の
構
想
は
全
体
と
し
て
「
滑
稽
」

の
機
知
を
狙
う
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
こ
の
作
品
は
、「
望
郷
の

意
の
切
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
語
戯
に
堕
し
た
結
果
、
諧
謔
的
な
情
緒
が
、

読
者
を
し
て
微
笑
せ
し
め
る
」
と
も
評
さ
れ
て
い
る注
注

。
そ
れ
は
一
つ
に
小
伝

に
い
う
「
滑
稽
」
も
影
を
落
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
他
方
こ
の
諧
謔
と

い
わ
れ
る
も
の
こ
そ
作
者
の
自
己
表
現
で
あ
り
、
そ
の
苦
渋
の
心
境
の
吐
露

で
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

い
っ
た
い
、
絶
句
は
短
小
な
文
芸
形
式
で
、
詩
語
表
現
に
典
拠
を
踏
ま
え

る
多
重
な
意
味
が
絡
む
と
完
全
な
理
解
に
到
達
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
わ

れ
る
。
そ
の
た
め
詩
が
作
ら
れ
た
場
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
絶
句

は
詩
題
に
拠
っ
て
考
え
れ
ば
、
同
じ
く
日
本
か
ら
渡
唐
し
た
も
の
同
士
の
集

い
が
作
詩
の
場
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
場
合
、
弁
正
と
同
時

に
渡
唐
し
た
山
上
憶
良
の
万
葉
集
に
見
え
る
「
大
唐
に
あ
り
し
時
、
本
郷
を

憶
ひ
て
作
れ
る
歌
」
が
参
考
に
な
ろ
う
。

　
　

い
ざ
子
ど
も
早
く
日
本
へ
大
伴
の
御
津
の
浜
松
待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む（
１
・

六
三
）

　

詩
人
小
伝
を
手
掛
か
り
に
思
え
ば
、
弁
正
の
望
郷
の
念
を
誘
う
契
機
の
一

つ
は
、
息
子
朝
元
の
帰
朝
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
治
比
県
守
を

押
使
と
す
る
第
八
回
遣
唐
使
（
養
老
元
年
・
七
一
七
）
の
来
着
と
翌
年
の
帰

国
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
弁
正
と
同
じ
遣
唐
使
船
で
渡
唐
し
た
釋
道
慈
も
帰

国
の
途
に
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
『
懐
風
藻
』
に
釋
道
慈
の
詩
が
二
篇
収
め
ら
れ
、
そ
の
一
首
は
同
じ
く
唐
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に
在
っ
て
作
っ
た
五
言
絶
句
で
あ
る
。

　
　
　
　

在
唐
奉
本
国
皇
太
子
（
唐
に
在
り
て
本
国
の
皇
太
子
に
奉
る
）

　
　

三
宝
持
聖
徳
。
百
霊
扶
仙
壽
。
壽
共
日
月
長
。
徳
与
天
地
久
。

　
　
（
三
宝
聖
徳
を
持
ち
、
百
霊
仙
壽
を
扶
く
。
壽
は
日
月
と
共
に
長
く
、

徳
は
天
地
と
と
も
に
久
し
か
ら
む
。）

　

詩
の
奉
ら
れ
る
皇
太
子
は
後
の
聖
武
天
皇
。
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
に
立

太
子
さ
れ
た
が
、
こ
の
消
息
が
唐
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
第
八
回
遣
唐
使
に

よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
日
本
に
向
っ
て
発
と
う
と
す
る
日
、

道
慈
は
十
六
年
間
唐
で
修
学
を
積
み
重
ね
て
き
た
学
識
を
胸
中
に
懐
き
、
帰

朝
後
の
自
ら
の
抱
負
を
皇
太
子
へ
の
祝
福
と
し
て
詩
に
表
出
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
傍
に
弁
正
と
息
子
の
朝
元
が
い
た
で
あ
ろ
う
。
弁
正
は
朝
元
の
こ
と
を

道
慈
に
頼
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
弁
正
と
道
慈
の
関
係
は
深
い
。
も
と
も

と
玄
学
に
精
通
す
る
弁
正
は
道
慈
と
同
門
の
三
論
宗
の
仏
徒
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
二
人
の
関
係
は
在
唐
の
間
に
更
に
深
ま
っ
た
。
道
慈
小
伝
か
ら

そ
の
一
端
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
　

時
唐
簡
于
国
中
義
学
高
僧
一
百
人
、
請
入
宮
中
、
令
講
仁
王
般
若
。
法

師
学
業
穎
秀
、
預
入
選
中
。
唐
王
憐
其
遠
学
、
特
加
優
賞
。

　
　
（
時
に
唐
国
中
に
義
学
の
高
僧
一
百
人
を
簡
び
、
宮
中
に
請
入
し
て
、

仁
王
般
若
を
講
か
し
む
。
法
師
学
業
穎
秀
に
し
て
、
選
中
に
預
り
入
る
。

唐
王
そ
の
遠
学
を
憐
び
、
特
に
優
賞
を
加
ふ
。）

　

道
慈
法
師
の
在
唐
中
に
、
唐
の
都
で
は
国
中
か
ら
義
学
の
高
僧
を
百
人
選

抜
し
て
宮
中
に
請
じ
入
れ
「
仁
王
般
若
経
」
を
講
釈
し
て
も
ら
う
と
い
う
重

要
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
道
慈
法
師
も
学
業
優
秀
の
た
め
選
抜
さ
れ
、
宮
中

で
講
経
を
し
、
皇
帝
が
遠
い
国
か
ら
留
学
に
来
た
道
慈
法
師
に
特
別
に
目
を

掛
け
、
優
れ
た
ご
褒
美
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
何
時
の
出
来
事
だ
っ
た
か
し
ら
な
い
が
、
学
業
は
積
む
ほ
ど
深
ま

る
こ
と
を
思
え
ば
、
法
師
の
帰
朝
に
比
較
的
近
い
留
学
の
後
期
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
。
李
隆
基
は
景
龍
四
年
（
七
一
〇
）
の
ク
ー
デ
タ
ー
直
後

皇
太
子
に
立
て
ら
れ
朝
廷
の
政
治
を
握
り
、
そ
し
て
先
天
元
年
（
七
一
二
）

に
即
位
し
て
玄
宗
皇
帝
と
な
っ
た
。
道
慈
法
師
の
宮
中
講
経
は
玄
宗
朝
の
出

来
事
で
あ
っ
た
確
率
が
高
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
玄
宗
の
側
近
に
同
じ
留
学
経

験
を
も
つ
弁
正
が
い
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
弁
正
は
そ
の
時
、
改
め
て

道
慈
と
旧
交
を
温
め
た
に
違
い
な
い
。

　

道
慈
の
絶
句
は
弁
正
の
一
首
と
同
じ
場
で
作
ら
れ
た
な
ら
、
そ
こ
に
弁
正

に
対
す
る
気
遣
い
、
す
な
わ
ち
彼
に
代
わ
っ
て
留
学
の
成
果
を
本
国
に
持
ち

帰
っ
て
発
揚
す
る
と
い
う
意
思
表
示
も
包
含
さ
れ
る
。
対
し
て
、
弁
正
の
詩

は
「
日
辺
」
も
「
雲
裏
」
も
唐
都
の
長
安
、
仙
人
の
目
指
す
帝
郷
を
表
す
詩

語
で
は
あ
っ
た
が
、
字
面
上
の
意
味
な
ら
「
日
辺
」
は
遥
か
遠
い
と
こ
ろ
に

あ
り
、「
雲
裏
」
も
遠
く
を
見
通
せ
る
視
界
の
よ
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
自
分

は
こ
こ
か
ら
「
日
本
」
を
望
み
懐
か
し
く
偲
ん
で
い
る
と
歌
う
の
で
あ
る
。

遠
い
異
国
で
遊
学
す
る
苦
労
は
自
分
も
道
慈
も
同
じ
く
経
験
し
た
が
、
本
来

な
ら
僧
侶
と
し
て
の
留
学
は
、
世
間
諸
苦
を
解
脱
す
る
修
行
で
あ
っ
た
は
ず

な
の
に
、
自
分
は
唐
に
は
来
た
も
の
の
還
俗
し
て
し
ま
い
、
世
俗
の
愛
欲
煩

悩
に
悩
さ
れ
る
か
ら
、「
長
安
」
で
生
離
死
別
を
悲
し
み
憂
う
「
長
恨
」
に
苦

し
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
長
安
で
遥
か
彼
方
に
あ
る
故
郷
の
日
本
を
思
う
望
郷

の
念
と
と
も
に
、
世
間
諸
苦
を
離
脱
す
る
修
行
の
た
め
に
渡
唐
し
な
が
ら
還

俗
し
生
離
愛
苦
の
憂
愁
に
付
き
纏
わ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
異
国
の
還
俗
僧

の
自
嘲
も
含
ん
で
現
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
日
日
、
雲
雲
、
遠

遠
、
長
長
と
い
っ
た
同
字
反
複
の
表
現
は
単
な
る
言
葉
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
止

ま
ら
ず
、
そ
の
間
に
対
比
と
逆
転
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
自
ら
の
苦
渋
に
満
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ち
た
複
雑
な
心
境
を
「
滑
稽
」
に
紛
れ
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
、
む
す
び

　

弁
正
が
李
隆
基
の
知
遇
を
得
た
の
は
、
囲
碁
の
腕
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
詩

文
・
音
楽
の
嗜
み
や
滑
稽
の
才
も
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。
わ
け
て
も
、
滑

稽
・
談
笑
の
才
に
求
め
ら
れ
る
弁
舌
と
機
知
は
、
弁
正
に
様
々
な
発
言
の
機

会
を
も
た
ら
し
、
唐
王
朝
の
政
治
や
外
交
政
策
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
彼
の
存
在
が
玄
宗
朝
の
対
外
（
遣
唐
使
）
政
策
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
は
必
至
で
あ
ろ
う
。

　
『
旧
唐
書
・
日
本
伝
』
に
弁
正
の
加
わ
っ
た
第
七
回
遣
唐
使
の
こ
と
を
始

め
て
記
し
、
押
使
の
粟
田
眞
人
に
関
し
て
そ
の
冠
位
、
装
束
、
素
養
に
至
っ

て
こ
と
細
か
く
書
き
留
め
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
遣
唐
使
節
に
対
す
る
高
い
関

心
が
伺
え
る
。
ま
た
養
老
元
年
（
七
一
七
、
開
元
５
年
）
の
第
八
回
遣
唐
使

（
多
治
比
県
守
押
使
）
が
四
門
博
士
に
よ
る
経
典
教
授
を
要
請
し
た
り
、
皇

帝
の
恩
賜
を
叩
い
て
大
量
の
図
書
を
購
入
し
て
海
に
浮
か
べ
て
持
ち
帰
っ
た
。

こ
の
時
の
留
学
生
か
ら
阿
倍
仲
麻
呂
が
唐
の
科
挙
に
合
格
し
て
高
官
に
登
り
、

吉
備
真
備
が
名
門
貴
族
の
出
身
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
臣
に
ま
で
出
世

し
て
、
奈
良
朝
の
政
治
文
化
に
大
き
な
足
跡
を
留
し
た
な
ど
、
人
材
を
輩
出

さ
せ
た
。
こ
と
第
八
回
遣
唐
使
の
活
躍
ぶ
り
に
関
し
て
藤
原
宇
合
の
存
在
が

大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が注
注

、
玄
宗
朝
の
出
来

事
に
は
弁
正
が
い
た
こ
と
の
影
響
が
も
っ
と
直
接
で
あ
っ
た
こ
と
は
う
た
が

い
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
天
平
五
年
（
七
三
三
、
開
元
２１
年
）
の
第
九
回
遣
唐
使
に

加
わ
っ
た
秦
朝
元
に
対
し
て
、
玄
宗
が
そ
の
父
・
弁
正
の
た
め
に
「
特
に
優

詔
し
、
厚
く
賞
賜
」
し
た
こ
と
を
見
れ
ば
明
ら
か
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
遣
唐
大
使
の
多
治
比
広
成
ら
が
帰
路
海
難
に
遭
い
、
玄
宗
が
使
者
ら
の

安
否
を
気
遣
う
旨
を
「
勅
日
本
国
王
書
」
に
綴
っ
た
。
そ
こ
に
日
本
遣
唐
使

に
対
す
る
懇
切
な
関
心
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る注注
注

が
、
そ
ん
な
時
も
弁
正
の

遺
し
た
記
憶
が
玄
宗
の
心
中
に
浮
か
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注１　

横
田
健
一
「『
懐
風
藻
』
所
載
僧
伝
考
」（『
白
鳳
天
平
の
世
界
』
創
元
社
、

一
九
七
三
年
）、
小
島
憲
之
「
漢
語
あ
そ
び
─
─
『
懐
風
藻
』
仏
家
伝
を
め
ぐ
っ
て
─

─
」（『
文
学
』
第
五
十
七
巻
第
一
号
、
一
九
八
九
年
一
月
、
後
『
漢
語
逍
遥
』
岩
波

書
店
、一
九
九
八
年
所
収
）、山
口
敦
史
「
東
ア
ジ
ア
の
漢
詩
と
僧
侶
─
─
『
懐
風
藻
』

僧
伝
研
究
序
説
」（
辰
巳
正
明
編
『
懐
風
藻
・
漢
字
文
化
圏
の
中
の
日
本
古
代
漢
詩
』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
。

２　

研
究
発
表
・
胡
志
昂
「

智
藏
の
詩
と
吴
越
文
化
」（
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会

議
「
東
ア
ジ
ア
文
化
の
継
承
と
止
揚
─
─
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
文
化
基
盤
の
形
成
を

中
心
に
─
─
」
二
〇
〇
六
年
九
月
於
中
国
復
旦
大
学
）

３　

王
勇
「『
明
皇
会
棋
図
』
解
説
」（『
遣
隋
使
・
遣
唐
使
一
四
〇
〇
周
年
記
念
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
』
配
布
資
料
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）。

４　

拙
稿
「『
李
嶠
百
詠
』
序
説
─
─
そ
の
性
格
・
評
価
と
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」（『
和
漢

比
較
文
学
』
第
三
十
二
号
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）

５　

高
潤
生
「『
懐
風
藻
』
と
中
国
文
学
─
─
釈
弁
正
「
与
朝
主
人
」
詩
考
」（「
皇
学
館

論
叢
」
第
二
七
巻
五
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）

６　

横
田
健
一
前
掲
書
。

７　

村
上
哲
見
「『
懐
風
藻
』
の
韻
文
論
的
考
察
」（「
中
国
古
典
研
究
」
第
四
二
集
、

二
〇
〇
一
年
三
月
）

８　

杉
本
行
夫
注
釈
『
懐
風
藻
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
三
年
）

９　

拙
稿
「
奈
良
王
朝
の
『
墨
翰
之
宗
』
─
─
藤
原
宇
合
」（
池
田
利
夫
編
『
野
鶴
群
芳
・

古
代
中
世
国
文
学
論
集
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
二
年
十
月
）
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10　

張
九
齢
『
曲
江
集
』
巻
十
二
。

付
記
‥
本
稿
は
二
〇
〇
八
年
九
月
韓
国
の
高
麗
大
学
で
行
わ
れ
た
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化

国
際
会
議
「
東
ア
ジ
ア
の
人
文
伝
統
と
文
化
力
学
」
に
発
表
し
た
原
稿
「
東
ア
ジ
ア

を
渡
り
歩
い
た
文
化
人
釈
弁
正
」
を
大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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Bensho : a Japanese poet who supported the golden age

of the Delegation to Tang Dynasty

HU, Zhiang

キーワード：懐風藻、釈弁正、遣唐使
Key words ：Kaifusou, Bensho, The Delegation to Tang Dynasty


